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小松菜肥料比較試験 いよいよ完結へ

今月は，
「有機配合肥料」×「小松菜」を組み合わせた試験を紹介します。

場所 第１圃場 Qハウス

～園芸配合５号～

◆目的
・有機肥料による品質向上・収量増加を目指す。
・化成肥料と有機配合肥料の生育差の調査。
◆方法
有機配合肥料と化成肥料で区画を分け，土づくり。
間引き管理は統一し，追肥はなし，潅水・薬剤散布のみ
収量および収穫時期の調査

播種日：９月２日 収穫予定日：１０月上旬

無機質
28%

有機質
72%

主体 ： 魚粕＋種粕
アミノ酸が豊富

□特徴
「有機質肥料 ＋ 即効性の化学肥料」のブレンド肥料

窒素 リン酸 カリ 苦土

5 5   5 1
(１袋総量割合)

★使用肥料★

調査開始は１０月頃を予定しています。
詳細は各担当者へお問い合わせください。
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